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細胞の増殖、及びサイトカイン産生に及ぼす影響を in vitroにおいて検討した。 
【方法】抗 CD3 抗体と抗 CD28 抗体で刺激した関節リウマチ患者由来の CD4 陽
性 T 細胞、もしくは健常者のナイーブ CD4 陽性 T 細胞を関節リウマチ患者由来











のナイーブ CD4陽性 T細胞と関節リウマチ患者由来の CD4陽性 T細胞はともに
増殖し、IFN-γ・IL-17産生が亢進した。また、day 7で CD4陽性 T細胞の細胞
増殖はプラトーに達するため、以後の共培養では健常者のナイーブ CD4陽性 T細
胞を用いて day 3 で解析することとした。関節リウマチ患者由来の滑膜線維芽細
胞は ICAM-1・VCAM-1 を高発現しており、抗 ICAM-1 抗体・抗 VCAM-1 抗体
により滑膜維芽細胞によるナイーブ CD4陽性 T細胞の活性化が抑制されたため、
















T細胞の増殖およびサイトカイン産生に及ぼす影響を in vitroで検討した。 
 RA患者由来滑膜線維芽細胞とCD4陽性T細胞を in vitroで共培養し、TCR刺激（抗














 したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
 なお、本学位授与申請者は、平成 29年 1月 10日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
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